理科系の作文技術
　文書には二通りある。自分が読んでわかればよい文書と、他人が読んでわかる文書がある。この本は、理科系の学生のために、他人が読んでわかる文書の書き方を記述した本である。本ではそのような文書を「仕事の文書」といっている。「仕事の文書」を書く心得は、⒜主題について述べるべき事実と意見を十分に精選し、心情的表現は使わないこと。⒝事実と意見とを峻別しながら、順序よく、明快・簡潔に記述すること。の二点に要約できる。この二点を念頭におき、文書を書いていく。
文書を書く前に準備作業で、⒜主題の選定 ⒝目標規定文 ⒞材料あつめ の三点をそろえる。⒜は第一に書こうとする文章の役割を知ることである。そのため、文章を読むのは誰で、何を期待しているのかを考える必要がある。また、一つの文書には一つの主題を書く。 ⒝は造語で、自分は何を目標としてその文書を書くのか、そこで何を主張しようとするのかをよく考え、それを一つの文にまとめて書いたものである。もし、途中で目標を修正する必要が出てきたら、いさぎよく目標規定文を書き直し、本論は最初から作り直す。⒞は研究の過程で文献は揃えているはずであるのでこれについては触れず、その他にすることとして、この本では自分が思いつくままのメモを残しておくことを進めている。なぜなら、後で文章を組み立てるときに役立つからである。
文章の組み立て方は、序論・本論・結びとすればよい。序論は短く論文のまとめの内容を書き、読者が本論を読むべきか否かの材料を示す。また、本論を読むのに必要な予備知識を読者にあたえる。本論は読者が理解しやすいように、概観を述べてから細部を述べる。細部を述べる際は、機能別・性質別に分別するが、分別できない場合は空間的または時間的配列にしたがって書く。それで、一度細部の書く順番を決めたら途中でその順番を変えない。どうしても変えるなら、もう一度最初から順番を決めなおして書きなおすこと。また、論理を展開する文章の場合は最も簡潔な道筋にそって書くこと。そして、理論の基礎にある仮定を浮き立たせて書く工夫が必要である。結びは本論の将来の発展だけを書くのが普通である。昔は、まとめと本論の将来への発展について書くのが基本だったが、重点先行主義にしたがい、まとめは序論にあるからである。
パラグラフとは内容的に連結されたいくつかの文の集まりで、全体として、ある一つのトピック（小主題）についてある一つの考えをいうものである。そこで、パラグラフには何について述べているのかを文にしたトピックセンテンスを含ませる。トピックセンテンスは重点先行主義にしたがって、パラグラフの最初に書くのがよい。また、トピックセンテンスの内容について詳細を書く際には、文を並べる順番やつなぎのことばをよく考えて、一つ一つの文とトピックセンテンスとの関係、および次の文との関係を明確に書く必要がある。
文の構造・文章の流れは、逆茂木型の文章（最後まで読まないと内容がわからない文章）で書かないこと。一つ一つの文は、読者がそこまでに読んだことだけによって理解できるように書かなくてはならない。そして、文がくどくなっても論理の鎖の環をはぶかないで書くことである。論理の鎖の環とは、日本語の文章でここは読者が自らの予備知識でおぎなって読むだろうと言葉を省略してしまうことである。論文は読者に向けて書くべきもので、筆者の本位で書いてはいけない。上の二つを守らないと読者が読みづらく理解しづらい論文となる。
明快・簡潔な文章を書くには、⒜はっきりと言い切った文を書くこと。⒝事実と意見は書き分けること。⒞簡潔な表現をすること。の三点に要約できる。⒜は仕事の文書はあくまで正確であり、意見はできるかぎり明確かつ具体的であるべきである。だから、「ほぼ」「ような」「きっと」などのあいまいな表現は避け、断言した表現を使い、言葉の一句一句に責任を持つべきである。⒝は事実を書いているのか、意見を書いているのかをはっきりさせて、書いた後で両者が逆に取られることがないか確認しなければいけない。また事実の記述の中に意見を混入してはいけない。意見については根拠となる事実の裏打ちを具体的・客観的に正確に書けば強い主張の文章になる。⒞は「仕事の文書」の文は出来るだけ日常用語を使い、短く書くこと。また、短い文を論理的につなげて、いつでも主語が何かをわかるように書く。そして、一つの文は一つの意味でしかとれないように書くことも大切である。
文を読みやすくする配慮として、受動態の文はできるだけ避け、能動態の文で書く。そうすれば、文章も短くなることが多い。次に、むすかしい漢字はひらがなで書く。漢字ばかりだと読者は読みづらい。並記の方法するときはナンバリングをし、文末の述語を一文一文変えると読みやすくなる。
論文を書く際の注意としては、単位は国際単位系を使用し、文献を引用するときは必ずその出所を明示する必要がある。明示するのは本の名前と筆者である。また、著作権法で、引用は４００字以内で、引用文は自分の論文の２割以内と定められている。図と表は必ずナンバリングして説明文を一緒にそえて掲載する。
以上のことを踏まえて、理科系の文書は読者が期待している事実と意見だけを伝達するものであるので、主題をはっきりさせ、必要なことは洩れなく記述し、必要でないことは一つも書かずに、事実と意見を使い分けて、読者がわかるように書かなければならない。また、一つの文は一つの意味でしかとれないように、一つの文を書いたら自分で読み直しそれでよいかを考える必要がある。
